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１．研究の背景と目的 

高度成長期以降,日本の農業システムは機械的,化学的農業技術

による高能率,高収益を目指す傾向が一般化し, 機械化以前の農

村地域の生活の中で利用されてきた施設が失われてきた 1）。失わ

れてきた施設として,墓地 2）,水車 3）などが挙げられ,灰小屋もそ

の一つである。灰小屋は,灰屋（はんや）,はいべや,はいや,あく

なやと呼ばれる地域もあるが 4）,本研究では灰小屋とする。一般

的に灰小屋とは,間口四尺から一間,奥行き一間前後と比較的小型

で,内壁を土や漆喰で塗り固めた泥小屋のことで,肥料などに用い

ていた貴重な灰を収納管理するために江戸時代より存在するとい

われているが5）6）,篠山の灰小屋は,山の粗朶や藁などを灰小屋の

中で焼き,灰を作って肥料として利用する地域循環型システムで

あることが特徴である 7）8）9）。その灰小屋が減少しているといわ

れているが,その実態については明らかになっていない。 
そこで本研究では, 篠山の灰小屋が消滅の危機にある中,現地

踏査や,その存在を記憶する人へのヒアリングを行うことにより, 

灰小屋の変遷や現状,減少要因を明らかにすることを目的とした。 
 

２．調査方法 

（１）調査対象地 

篠山市は,兵庫県中東部に位置し（図－1）,総面積 377.59 ㎢,

人口42,696人（平成28年9月末現在）,気候は年較差,日較差と

もに大きい内陸性気候で,この盆地特有の気候と肥沃な土壌は,多

くの農作物を生み,農業は篠山市の基幹産業となっている 10）。篠

山市には,減少しつつあるが灰小屋が現存することから調査対象

地に選定した。 

（２）灰小屋の現況 

灰小屋に関心のある篠山市在住者が 4 年間調査し,灰小屋の位

置を記録した地図（縮尺=1/10,000）を作成しており（以下,2006

年調査）,その地図上の灰小屋の位置をGISデ－タ化し,現地調査

の基盤とした。2006年調査は,灰小屋という地元の土を使った土 

壁の小屋の調査を目的として,2003年から2006年にかけて年に1

～2回,1回あたり2～3日かけて2人体制で行われた。踏査による

発見と寄せられた灰小屋の残存情報による確認により灰小屋の位

置が記録された。調査範囲は,篠山市全域であった。  
2006年調査の結果を検証するために、2015年から著者により全

ての記録されていた灰小屋の現地調査を実施した。現地調査で

は,2006年調査で記録された灰小屋の周辺約50ｍを探索し灰小屋

の有無を確認し,灰小屋が現存した場合はその状況を調査した。灰

小屋の変遷と利用実態を明らかにするために,まず利用または放

置に区分した。利用されている場合は,灰小屋として利用されてい

るのか,放置されている場合は,放置されてからの時間を推測する

ために灰小屋が崩壊しているかを区分し,崩壊,放置,何らかの用

途に利用,灰小屋として利用の4つに分類した。崩壊は灰小屋の屋

根や壁の一部が崩れている状況,放置は崩れることなく形は残っ

ているが小屋の中は廃材や使われなくなったと思われる道具など
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図－１ 篠山市の位置 
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が放置された状況,何らかの用途に利用は補修や清掃の痕跡があ

り道具や肥料などの保管庫になっている状況,灰小屋として利用

は小屋のまわりに灰を作るための材料である柴や藁,乾燥させた

土などが置かれ,灰を作った痕跡が確認できる状態とした。灰小屋

が消失していた場合は跡地の状況を調査した。灰小屋が撤去され

た意図を推測するために,跡地の状況を,未利用,整地されている

に区分した。 

（３）灰小屋の過去 

現況とあわせ灰小屋の変遷と減少要因を推測するために,ヒア

リング調査を行った。現況確認時に,灰小屋の周辺で出会った人を

対象に30分程度の対面調査を行った。圃場整備以前の灰小屋の状

況を記憶している可能性の高い,見た目80歳前後で現在も農業に

携わっている高齢者を選定した。2015年5月から2017年6月に

かけて行い,灰小屋の昔の用途,変遷,減少理由について聞き取っ

た。また,灰小屋に詳しいと紹介された高齢者を個別訪問し,1 時

間程度の同じ内容の対面調査を実施した。 

 

３．結果 

（１）灰小屋の現況 

2006年調査では篠山市の南部を中心に128箇所の灰小屋が記録

されており,今回の調査では,そのうち84箇所が現存し,44箇所が

消失していることが分かった。2006年調査で記録されていなかっ

た灰小屋を6箇所発見したので,現存している灰小屋は90箇所で

あった（図－2）。農地の中央にある灰小屋は少なく,多くは農地周

辺の山裾に分布していた。分布地域には偏りがあり,篠山市合併前

の旧4町に分割すると,旧篠山町68箇所,旧丹南町18箇所,旧今田

町4箇所,旧西紀町0箇所であり,多くが篠山市南部の旧篠山町に

分布していた。 

図－２ 灰小屋の現況 
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写真－３ 現存する灰小屋（放置） 

写真－２ 現存する灰小屋（何らかの用途に利用） 

写真－１ 現存する灰小屋（灰小屋として利用） 
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現存する灰小屋90箇所のうち, 灰小屋として利用2箇所（写真

－1）,何らかの用途に利用8箇所（写真－2）,放置70箇所（写真

－3）,崩壊10箇所（写真－4）であった（図－3）。灰小屋が消失

した跡地の利用は,未利用が39箇所（写真－5）,整地が5箇所（写

真－６）であった。 

（２）灰小屋の過去 

現地調査での調査対象者は,70 歳代の男性 4 名と女性 1 名,80

歳代の男性3名と女性4名で,聞き取りをした集落はすべて異なっ

ていた（図－2）。また,個別訪問での調査対象者は,70歳代の男性

2名と80歳代男性1名であった。聞き取った内容を項目ごとにま

とめた。 

１）灰小屋の昔の用途 

篠山市の灰小屋では,山林の粗朶や藁,乾燥させた土を何重にも

積み重ね3日程度蒸し焼きにし,肥料となる灰を作製する。灰小屋

は,山裾や田の中央,家の近くにも建てられ,同じ方法で灰を作り

田や畑,畦豆に施肥した。道具置き場や休憩所などとしても利用し

た。 

個別の主なヒアリング結果は次の通りである。 

（Ａ氏：2015年10月,87歳男性）灰小屋の中で藁や柴を燃やし

て灰をつくり,肥料として田や畑に鋤き込む。畑に使用することが

多く,作物の成長がはやく甘味が出るともに,病虫害が少なくなっ

た。 

（B氏：2016年12月,85歳男性）農地の中央や山裾に建てられ

た灰小屋は休憩所としても利用していた。灰を焼くとき以外は,

そこで休み,昼食をとり,冬に暖をとり,道具の仮置き場などに使

っていた。 

２）灰小屋の変遷 

87 歳の男性が曽祖父の時代には存在したと証言したことから,

灰小屋は明治後期には存在していた。昭和30年代には各農家に一

つあったと言われるほど,多くの灰小屋が存在していた。 

個別の主なヒアリング内容は次の通りである。 

（Ａ氏：2015年10月,87歳男性）灰小屋は自分が若い頃から存

在し,実際に灰を作っていた。灰小屋は曾祖父の代からあったと聞

いている。 

（Ｃ氏：2017年,80歳代女性）灰小屋は昭和31年には各農家に

1つはあった。灰小屋は裕福な農家には2つ以上あった。 

（Ｄ氏：2016年12月,75歳男性）かつては多くの灰小屋が並び,

はんや街道と呼ばれていた。 

（Ｅ氏：2016 年 8 月,70 歳代女性）昔は田んぼやその周りに,

たくさんの灰小屋があり生活風景の一部となっていた。田んぼの

畦に沿って灰小屋が七つ並び,地域では七灰屋（ひちはんや）と呼

ばれていた。 

３）灰小屋の減少理由 

灰小屋の減少理由は,昭和40年代からの圃場整備だと証言する

人が多かった。 

個別の主なヒアリング内容は次の通りである。 

（Ｆ氏：2016年5月,87歳女性）昭和40年代の圃場整備で,田

畑にあった灰小屋はほとんどが消失した。 

（Ｃ氏：2017年,80歳代女性）昭和42～43年の圃場整備や,昭

和45～46年の暗渠敷設工事でほとんどが壊され,灰小屋に併設さ

れた道具小屋なども取り壊された。水車などもあったが消失して

いった。 

（Ｇ氏：2016年12月,70歳代男性）化学肥料が普及したことに

より,木灰を肥料として利用しなくなり,灰小屋で灰を焼く農家が

激減した。 

 

図－３ 灰小屋の利用 
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４．考察 

（１）灰小屋の変遷と現況 

灰小屋は明治時代後半には存在していたと推測される。昭和31

年には各農家に 1 戸はあったとのヒアリング結果をもとに,当時

の灰小屋の数を推測した。2006 年調査では,灰小屋が旧篠山町域

に多く分布していたことから,旧篠山町の昭和 30 年の農家件数

3,590件から推測すると,旧篠山町では約3,600箇所の灰小屋があ

ったと推測される。旧篠山町の集落数は現在 155 であることか

ら,1 集落当たり23 箇所くらいの灰小屋があったことになる。ヒ

アリングの回答の中に,多くの灰小屋が並び,はんや街道と呼ばれ

ていた,田畑の間に灰小屋が 7 つ隣接して立ち並ぶ様子をもって

七灰屋（しちはんや）と呼ばれていたとの証言があることから,1

集落当たり 23 箇所程度の灰小屋があったとの推測は過大な数で

はないと考えられる。 

一方,2006 年調査において現存した灰小屋は 128 箇所であ

り,2006 年時点で大部分の灰小屋が消失していたと考えられる。

さらに,2006年調査から今回調査の間に約30％が消失しているこ

とから,わずかに残った灰小屋の減少が続いていることがわかっ

た。現存する灰小屋のうち,何らかの用途や灰小屋として利用され

ているものは約10%,残り約90％は崩壊または放置であり,今後篠

山市から灰小屋が完全に消失する可能性が極めて高いと考えられ

る。 

（２）灰小屋の減少要因 

ヒアリングの回答では,特に平地の田畑にあった灰小屋を中心

に圃場整備により消失したとされており,2006 年調査で記録され

た灰小屋は山裾に分布するものが多いことから（図－2）,篠山市

の灰小屋は,昭和40年代からの圃場整備推進11）により消失したと

考えられる。 

一方,篠山市では灰小屋が木灰をつくるための小屋として使わ

れてきたことから,化学肥料の普及により,肥料としての木灰を使

う必要がなくなり,灰小屋で灰を焼く農家が減少したと考えられ

る。同時に1960年代の燃料革命により,山に入って薪や柴を集め

る生活が消えて,灰を焼くための材料の 1 つである薪や柴を集め

なくなったことも灰小屋で灰を焼く農家が減少した一因だと考え

られる。また,2006 年調査以降に消失した灰小屋44 箇所のうち,

跡地が整地されているのは 6 箇所だけであることから,灰小屋の

多くは土地の用途転換が目的ではなく,灰小屋としての機能が不

要になったため消失したと考えられる。実際に,現存する灰小屋の

うち木灰をつくるために利用されているのは,わずか 2 箇所だけ

である。 

 

５．まとめ 

木灰をつくるための小屋として独特の使われ方をしてきた篠山

市の灰小屋は,近い将来に完全に消失する可能性が極めて高い。安

価な化学肥料の普及により日本の農業が変容してきた 12）13）なか

で,灰小屋で藁や柴を燃やして灰をつくり,肥料として田や畑に鋤

き込む方法は地域循環型のシステムとして捉えることができる。

地球環境問題において窒素循環が危機的な状況にあるとされるな

か 14）,地域循環型のシステムとして灰小屋の詳細を消滅する前に

記録として残すことの意義は大きい。 
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写真－５ 灰小屋消失後の跡地利用（未利用）草地になっている

写真－４ 現存する灰小屋（崩壊） 

写真－６ 灰小屋消失後の跡地利用（整地） 
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